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WB 1:500-1:1000,ICC/IF 1:50-1:200

Calculated MW: 78 kDa; Observed MW: 78 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	オートファジーの分子機構は主に酵母で発見され、オートファジー関連遺伝子（Atg）と呼ばれています。オートファゴソームの形成には、ユビキチン様結合システムが関与しており、Atg12はAtg5に共有結合してオートファゴソーム小胞へと輸送されます。この結合反応は、ユビキチンE1様酵素Atg7とE2様酵素Atg10によって媒介されます。
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	ATG7抗体を用いた、（1）HepG2溶解物、（2）マウス脾臓溶解物、（3）ラット腎臓溶解物中のAtg7（Apg7）のウエスタンブロット分析。

